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うことを想定せざるをえない( ． )。p 36




















井出・志水( )は 「あれ？ 「えっ？」2002 ， 」
という瞬間をずれの発生 「あっ，そうか」，
いう瞬間を「ずれ」の修正と呼び，教師と子































井出・志水（ )は 「ずれ」という数学2002 ，
を考えていく上での一種の抵抗が追究意欲
や，理解の深まりに影響していることを示し



















































































































（ ） ２，５，５ わけ〔 〕
（ ）１０，１，１ わけ〔 〕








（ ） ６，１０ わけ〔 〕
（ ） ９， ７ わけ〔 〕




















































組 組 合計 割合A B
25 30 55 71%Ａﾀｲﾌﾟ
13 2 15 20%Ｂﾀｲﾌﾟ
1 2 3 4%不明
0 4 4 5%正答
合計 ％39 38 77 100
正答がわずか５％しかなく，Ａタイプの割合
が７割を占めている。また，表２に示すよう
















2n+1,2n+1 2 1つの同奇数 3
n+1,n+1 n 5 2を偶数
n , n n 4 0を奇数














































































































。 ， ，始める 郷田の証明の記述は 図 のように3
































ⅱ） 奇数を（２ｎ １，２ｎ １）として2 + +
証明を記述していくことを確認する。




ⅴ） 奇数の表現を（２ｎ １ ２ｍ １）2 + , +
と判断する。




































































） ，（ ， ）次にⅴ 場面から ２ｎ＋１ ２ｍ １+
の和が式変形によって２（ｎ ｍ １）とな+ +
， ，ることから 偶数といえることを確認した後



































































井は 〔 Ｉ〕の 「さっき吉井君が言っ， ，1297
， ， ，たけど で マイナスも考えれるしなぁって
ｎとｍは本当に同じじゃダメかなぁ 」。
の直後に，ミスコンセプション「違う文字は







から同じ奇数を（２ｎ １，２ｍ １）で表+ +



















る 〔 河野〕や〔 河野〕に対して，。 1049 1051
〔 吉井：ど，どういうこと？〕と，問1054
い返している。河野は一旦吉井に合わせて自
1068 1078然数として話をするが 〔 河野 〔， 〕
河野〕に示されているように，河野の考え方
が中心となってコミュニケーション活動が進


























































１ 〔 吉井：････〕は，本稿のインタビ） 1298
ュー調査の 番目の吉井の発話内容を表298
す （Ｉはインタビュアー）。
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